
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           ～ 文部科学省委託「学校図書館の活性化推進総合事業」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
    

   

 【所蔵教科書】 ○小学校用教科書         平成１２年度～ 

         ○中学校用教科書         平成１３年度～ 

         ○特別支援学校・特別支援学級用  平成１３年度～ 

【教科書センター】 各都道府県教育委員会が学校の教員や住民の教科書研究のために設置している教科書の常設展示場です。 

千葉県内には、市川市教科書センターを含め全部で２１箇所あります。 

   
中央図書館内に、中高生向けの本を集めた「Ｙoung Ａdult コーナー」があるのをご存知ですか？ 
図書館では、中学生の皆さんに、より一層図書館を身近に感じてもらい 

たいと考え、コーナーの展示ポスターを平成２０年度より市内公立中学校 
の皆さんに描いていただいています。どの作品も力作揃いで、中学生が一 
生懸命描いてくれたポスターは、一般の利用者の方にも好評をいただいて 
います。 

なお、１１～１２月に来年度ポスター作成のための募集を行ないます。 
中学生の元気いっぱいのポスターを楽しみにしています。 
（詳細につきましては後日送付の文書をご覧ください） 

市川市中央図書館 児童・青少年サービス担当 斉藤（都）・前越 
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協力校名 研究テーマ 

中山小学校 子どもの探究心を育てる理科・生活科 ～思考の深まりを大切にした授業づくり～ 

宮田小学校 自分の思いや考えを伝え合う子どもの育成 

鶴指小学校 ＰＩＳＡ型読解力の学び方を通して、豊かな学びを実現する子の育成 

大洲小学校 確かな学力を身につけ、ともに学び合う子どもの育成を目指して 

塩焼小学校 自ら考え、思いを伝え合える子どもの育成 

第七中学校 活きた学力の育成を目指す授業の在り方 

※  

ざっくばらん  23.7  

そんな実態が、財団法人・出版文化産業振興財団（ＪＰＩＣ）の「読書実態と意識に関する調査」で明らかになったことが
先日報道されていました。 調査では、子どものころの読書体験が読書冊数に大きな影響を与えていることも指摘しています。
「親などから本を読んでもらったり、薦められたりした人の４割以上が１ヶ月に３冊以上の本を 

読んでいる。そうした体験の無い人の37.4％が１冊も読んでいなかった。」 
…改めて、子どものころの読書体験の大切さを感じます。 

 
 

 

 
 

           
 

 

 


